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町
内
に
お
い
て
、
３
月
10
日
に
中
学
校
、
18
日
に
小
学
校
で
卒
業
式
、
そ

し
て
17
日
に
幼
稚
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
、
思
い
出

の
詰
ま
っ
た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
新
生
活
へ
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

卒
業
・
卒
園
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
馬
頭
中
学
校　
　

107
名	
・
小
川
中
学
校　
　

68
名

　

・
馬
頭
小
学
校　
　

53
名	

・
馬
頭
西
小
学
校　

11
名

　

・
馬
頭
東
小
学
校　

15
名	

・
小
川
小
学
校　
　

35
名

　

・
ひ
ば
り
幼
稚
園　

23
名	

・
小
川
幼
稚
園　
　

10
名

　
卒
業
お
め
で
と
う

馬頭東小学校

馬頭小学校 馬頭西小学校

小川幼稚園

ひばり幼稚園

小川小学校

馬頭中学校

小川中学校



産
学
官
連
携
新
商
品
デ
ザ
イ
ン

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

那
珂
川
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業

子
育
て
支
援
講
演
会

町
で
は
、
宇
都
宮
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ツ

専
門
学
校
と
連
携
し
、
中
小
企
業
等
の
新
商

品
を
開
発
す
る
産
学
官
連
携
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
町
の
森
林
資
源
を
活
用
し
、

養
殖
う
な
ぎ
や
マ
ン
ゴ
ー
、
夏
み
か
ん
、
野

菜
、
リ
キ
ュ
ー
ル
等
を
生
産
販
売
し
て
い
る

「
那
珂
川
町
地
域
資
源
活
用
協
同
組
合
」
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
名
刺
、
販
促
物
な
ど
の
デ
ザ

イ
ン
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
２
月
26
日
に

商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
組
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、選
考
の
結
果
、

那
珂
川
町
が
自
然
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
こ

れ
か
ら
も
そ
の
自
然
に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
い

く
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
、
Ｂ
グ
ル

ー
プ
の
デ
ザ
イ
ン
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
講
演
会「『
気
に
な
る
子
』

の
育
て
方
～
子
ど
も
の
特
性
を
と
ら
え
た
支

援
者
の
関
わ
り
～
」
が
２
月
29
日
に
小
川
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
療
育
塾
ド
リ
ー
ム
タ
イ
ム
の

木
村
順
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
発

達
に
特
性
の
あ
る
子
ど
も
の
支
援
の
仕
方
に

つ
い
て
実
践
を
交
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
子
ど
も
達
の
成
長
を
助
け
る
に

は
、
支
援
者
が
ひ
と
り
ひ
と
り
の
特
性
を
理

解
し
、
そ
の
子
に
適
し
た
対
応
を
工
夫
す
る

な
ど
、
子
ど
も
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
周

囲
の
対
応
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
14
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
大
会
と

第
６
回
南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会
が
３
月

６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
は
、
大
桶
運
動

公
園
を
発
着
点
に
那
珂
川
沿
い
を
一
周
す

る
全
長
25
㎞（
６
区
間
）の
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
、合
計
46
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
た
め
に
八
溝
路
を
力
走

す
る
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
沿
道
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会
は
、
大
桶
運

動
公
園
を
５
周
す
る
７
・
５
㎞（
５
区
間
）

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
に
力
走
し
ま
し
た
。

当
町
か
ら
の
出
場
チ
ー
ム
の
結
果

●
第
14
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
大
会

（
10
位
以
内
）

　

７
位　
　

那
珂
川
町
体
育
協
会
Ａ

●
第
６
回
南
那
須
小
学
生
駅
伝
大
会

（
５
位
以
内
）

男
子
の
部

１
位　
　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ａ

２
位　
　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
Ａ

３
位　
　

Ｆ
Ｃ
ア
ラ
ノ

４
位　
　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ｂ

女
子
の
部

１
位　
　

馬
頭
オ
ー
キ
ッ
ド

年
少
の
部

１
位　
　

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
Ｄ

２
位　
　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
Ｃ

第14回なすみなみ若鮎駅伝大会・第６回南那須小学生駅伝大会
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八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏

　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

ま
ほ
ろ
ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ア
ス
リ
ー
ト
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

髙
野
　
ハ
ツ
さ
ん
に

百
歳
の
お
祝
い

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

推
進
協
議
会

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
高

崎
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
、
３
月
19

日
大
田
原
市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
馬
頭
ウ

イ
ン
グ
の
小
学
生
12
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

雨
天
の
た
め
体
育
館
で
の
教
室
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
宇
津
木
麗
華
監
督
か
ら
、

「
一
流
選
手
に
な
る
に
は
バ
ラ
ン
ス
と
リ
ズ

ム
を
鍛
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
話
が

あ
り
、
上
野
由
岐
子
選
手
か
ら
は
、「
ピ
ッ

チ
ン
グ
も
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
、
歩
く
よ
う
に

腕
を
回
し
て
」
と
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
披
露
し

な
が
ら
、
指
導
し
て
く
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、「
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

練
習
に
取
り
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
正
５
年
３
月
21
日
生
ま
れ
の
髙
野
ハ

ツ
さ
ん（
富
山
）が
百
歳
を
迎
え
、
福
島
町

長
か
ら
お
祝
い
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

髙
野
さ
ん
は
、
茨
城
県
常
陸
大
宮
市（
旧

美
和
村
）出
身
で
、
結
婚
し
て
富
山
へ
嫁
ぎ

ま
し
た
。
若
い
こ
ろ
は
と
て
も
苦
労
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
働
き
者
で
、
地
域
の
方
々
か

ら
も
褒
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
耳
は
少
し
不

自
由
で
す
が
、
百
歳
を
迎
え
た
今
で
も
、
足

腰
が
と
て
も
丈
夫
で
、
杖
を
使
わ
ず
に
庭
を

歩
き
ま
す
。
長
生
き
の
秘
訣
は
特
に
な
い
そ

う
で
す
が
、
好
き
嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ

る
そ
う
で
す
。

百
歳
を
迎
え
、「
皆
に
お
祝
い
を
し
て
も

ら
え
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

　

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
及
び
栃
木
県
出
身

の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
き
、
家
庭
や
地

域
と
も
連
携
し
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
や

ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
３
月
20

日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
芝
生
園
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
選
手
と
コ
ー

チ
の
方
々
が
訪
れ
、
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
体
験
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
室
に
は
ま
ほ
ろ

ば
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
町
内
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら
約
20
名
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
選
手
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
し
た
。
教

室
の
後
に
は
、
記
念
写
真
と
サ
イ
ン
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議

会
が
３
月
28
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
高
齢
者
を
救
助
し
た
こ
と

か
ら
宇
都
宮
ヤ
ク
ル
ト
販
売
の
高
沼
和
枝
さ

ん
へ
福
島
町
長
と
矢
内
会
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高
齢
者

が
外
出
先
等
で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
な

ど
の
不
測
の
事
態
に
緊
急
連
絡
先
を
知
ら
せ

る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
シ
ー
ル
の
活
用
に
つ

い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地

域
見
守
り
隊
の
活
動
報
告
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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たのしい絵本と紙しばいの会
・４月21日（木）午前10時30分～
・５月19日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

高校生ボランティアのおはなし会
・4月17日（日）午後2時〜
・場所　馬頭図書館　児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい絵本や紙し
ばいを読んでくれます。
　おはなしの後はきれいな紙とリボンで「ロゼット」を
作ります。

婦人ボランティアのおはなし会
・5月14日（土）午後2時〜
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は、「さかなつりゲーム」を作って遊び
ましょう。

読書会
・5月11日（水）午後1時30分〜
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
・テキスト　「走れメロス」　太宰治/著
　和やかな雰囲気で語り合っています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

小川おはなし会
・５月  ７日（土）午前10時30分～　　　　　　
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、プラスチックで「キーホルダー」
を作ります。

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎0287-92-5015

馬頭図書館　４月17日～５月21日のお休み
日 月 火 水 木 金 土
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
5/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎0287-96-2335

小川図書館　４月17日～５月21日のお休み
日 月 火 水 木 金 土
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
5/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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寄
贈
【
3
月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
馬
頭
広
重
美
術
館
へ

秋
山
庄
太
郎
写
真
２
点	

白
寄　
　

様
（
馬
頭
）　

○
図
書
館
へ

図
書
「
卑
怯
者
の
島
」	

匿
名

図
書
「
死
ん
で
い
な
い
者
」
他
１
冊　

	

岡　
　

保
雄
様
（
北
向
田
）

図
書
「
昆
虫
は
す
ご
い
」	

他
14
冊　
　

匿
名

図
書
「
甦
る
灯
火
」
６
冊

	

篠
崎　

暢
宏
様
（
宇
都
宮
市
）

図
書
「
ま
ん
が
で
わ
か
る
７
つ
の
習
慣
」

	

他
７
冊　
　

匿
名

図
書
「
お
や
す
み
ロ
ジ
ャ
ー
」
他
１
冊　
　

	

岡　
　

典
子
様
（
北
向
田
）

図
書
「
き
っ
と
見
て
い
る
か
ら
」　　

	

佐
藤　

靖
佳
様
（
大
那
地
）

図
書
「
郷
土
を
つ
く
る
人
々
」
他
10
冊　
　

	

薄
井　

博
美
様
（
小
川
）

図
書
「
柔
ら
か
な
海
峡
」
他
１
冊　
　

	

匿
名
（
大
山
田
上
郷
）

○
奨
学
基
金
へ

１
万
円　

生
方　
　

文
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

○
地
域
振
興
基
金
へ

１
万
円　

宇
田
川
清
治
様
（
東
京
都
葛
飾
区
）

２
万
円　

宇
田
川
光
子
様
（
東
京
都
葛
飾
区
）

１
万
円　

寺
島　
　

克
様
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

２
万
円　

山
田　

英
司
様
（
埼
玉
県
志
木
市
）

○
福
祉
基
金
へ

10
万
円　

豊
田　

順
子
様
（
谷
田
）

１
万
円　

生
方　

常
明
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

２
万
円　

坂
巻　

博
之
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　

益
子　

和
弘
様
（
健
武
98
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

１
万
円　

匿
名
（
４
９
７
回
）
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俳
　
句

雲
雀
東
風
鯉
は
銀
鱗
か
が
や
か
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
頭
　
　
　
塚
原
　
　
廣

火
の
山
を
間
近
に
鳥
の
雲
に
入
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
野
　
　
　
大
門
　
正
一

穏
や
か
な
日
々
の
暮
し
や
藪
椿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
野
　
　
　
鈴
木
　
君
枝

早
春
や
走
り
出
し
た
る
子
ら
の
列
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
　
佐
藤
　
栄
子

春
浅
し
赤
い
鼻
緒
の
懐
し
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
那
瀬
　
　
堀
江
　
直
子

早
春
の
ひ
か
り
と
遊
ぶ
庭
雀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
　
金
井
　
和
子

　
　
短
　
歌

犬
う
さ
ぎ
猿
ぼ
ぼ
鞠
が
縮
緬
で
や
ん
は
り
縫
は
れ
雛
ひ
い
な
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
頭
　
　
　
藤
田
　
文
代

雨
あ
が
り
洗
う
が
ご
と
き
裸
木
の
梢
の
色
の
赤
み
お
び
初
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
泉
　
　
　
岡
　
イ
チ
エ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
の
ニ
ュ
ー
ス
に
怒
り
湧
き
納
豆
混
ぜ
る
手
に
力
の
こ
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
頭
　
　
　
佐
藤
　
節
子

部
外
者
の
顔
で
見
て
い
る
映
像
は
三·

一
一
鎮
魂
の
祈
り

三
輪
　
　
　
石
沢
千
代
子

紅
梅
の
花
散
る
下
に
立
ち
止
ま
る
旧
友
三
人
話
ま
だ
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
　
塚
原
　
タ
イ

　
　
川
　
柳

横
ヤ
リ
を
入
れ
て
会
議
を
長
引
か
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
頭
　
　
　
阿
久
津
紀
子

子
育
て
も
介
護
も
中
身
無
い
議
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
内
　
　
　
郡
司
　
正
幸

職
歴
は
十
が
自
慢
の
好
好
爺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
砂
　
　
　
松
岡
ヒ
ロ
シ

認
知
症
振
り
回
さ
れ
て
い
る
介
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
　
平
澤
　
照
雄

失
意
の
日
す
り
寄
る
猫
が
あ
た
た
か
い
　
　
　
　
　
　
　
谷
田
　
　
　
岡
崎
　
甫
子

広
報
文
芸

◇
『
日
本
史
大
ウ
ソ
事
典
』

日
本
博
識
研
究
所
／
著

◇
『
北
海
道
新
幹
線
で
行
こ
う
』

昭
文
社
／
刊

◇
『
真
田
丸
の
謎
』　
　
　
　
　

千
田　

嘉
博
／
著

◇
『
教
育
超
格
差
大
国
ア
メ
リ
カ
』　
　

津
山　

恵
子
／
著

◇
『
羽
生
善
治
の
こ
れ
か
ら
は
じ
め
る
人
の
将
棋
』

羽
生　

善
治
／
著

◇
『
一
〇
〇
円
雑
貨
の
ベ
ス
ト
ア
イ
デ
ィ
ア
』

晋
遊
社
／
刊

◇
『
カ
エ
ル
の
楽
園
』　
　
　
　

百
田　

尚
樹
／
著

◇
『
ぼ
く
は
明
日
、
昨
日
の
き
み
と
デ
ー
ト
す
る
』

七
月　

隆
文
／
著

◇
『
教
場　

２
』　
　
　
　
　
　

長
岡　

弘
樹
／
著

◇
『
幹
事
の
ア
ッ
コ
ち
ゃ
ん
』　

柚
木　

麻
子
／
著

◇
『
恭
一
郎
と
七
人
の
叔
母
』　

小
路　

幸
也
／
著

◇
『
風
待
心
中
』　
　
　
　
　

山
口　

恵
以
子
／
著

◇
『
情
け
深
く
あ
れ
』　
　
　

岩
井　

三
四
二
／
著

◇
『
美
女
二
万
両
強
奪
の
か
ら
く
り
』　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

雅
美
／
著

◇
『
老
境
の
美
徳
』　
　
　
　
　

曽
野　

綾
子
／
著

◇
『
な
き
む
し
お
ば
け
』

な
か
の　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
イ
モ
リ
く
ん
ヤ
モ
リ
く
ん
』

松
岡　

た
つ
ひ
で
／
著

◇
『
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
く
ん
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
』

ロ
バ
ー
ト　

Ｅ
．
ウ
ェ
ル
ズ
／
著

◇
『
い
け
い
け
！
し
ょ
う
が
く
い
ち
ね
ん
せ
い
』

中
川　

ひ
ろ
た
か
／
著

◇
『
ざ
し
き
わ
ら
し
の
お
と
ち
ゃ
ん
』

飯
野　

和
好
／
著

◇
『
い
つ
だ
っ
て
と
も
だ
ち
』

内
田　

麟
太
郎
／
著

◇
『
ポ
ケ
モ
ン
空
想
科
学
読
本　

１
』

柳
田　

理
科
雄
／
著

◇
『
鳥
の
サ
バ
イ
バ
ル　

１
』ゴ

ム
ド
リ
ｃ
ｏ
。
／
著

◇
『
感
染
症
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

晴
恵
／
監
修

◇
『
あ
そ
べ
る
！
た
の
し
い
！
あ
や
と
り
』

　
　
　
　
　
　

多
田　

千
尋
／
監
修

◇
『
ア
カ
ン
や
ん
、
ヤ
カ
ン
ま
ん　

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

し
い
こ
／
著

◇
『
こ
こ
は
妖
怪
お
た
す
け
委
員
会　

１
』

宮
下　

恵
茉
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.e-to

sh
o

.co
m

/n
a

k
a

g
a

w
a

/p
c/

pc00301.aspx

　

野
菜
づ
く
り
初
心
者
は

も
ち
ろ
ん
、め
ず
ら
し
い
野

菜
を
栽
培
し
た
い
人
に
向

け
て
、
定
番
野
菜
の
つ
く
り

方
か
ら
、お
も
し
ろ
野
菜
の

つ
く
り
方
ま
で
紹
介
。

　

日
本
の
有
名
な
武
将
た
ち

が
勢
ぞ
ろ
い
！
か
わ
い
い
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
３
４

人
の
武
将
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
特
徴
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
紹
介
。

い
と
う 

み
つ
る
／
イ
ラ
ス
ト

『
藤
田
智
の
こ
だ
わ
り
の
野
菜
づ
く
り
』

　

 

一
般
書	

　

『
戦
国
武
将
キ
ャ
ラ
図
鑑
』

　

 　

児
童
書	

那珂川町
図書館

藤
田　

智
／
著



☆こいのぼりを作ろう☆
４月２１日(木)　10:30～11:30
　５月５日はこどもの日です。健やかな成長を願っ
て手作りのこいのぼりを作りましょう。
申し込み　４月１５日（金）まで

☆大好きなママヘプレゼントを作ろう☆
４月２７日(水)　10:30～11:30
　母の日のプレゼントを作りましょう。
申し込み　４月２２日（金）まで

☆新聞紙であそぼう☆
５月１１日(水)　10:30〜11:30　
　新聞紙をやぶいたり、丸めたり指先を使って遊び
ましょう。
申し込み　５月 ６日（金）まで

子育て支援センター わかあゆわかあゆ ☎0287－96－5223

センターは、0歳から就学前のお
子さんとご家族の方が一緒に遊
べる場所です。親子のふれあい、
交流の場、育児相談、情報交換の
場として気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日　

9:00～17:00
◆�行事への参加は、来所又は
電話でお申し込みください。☆みんなで遊ぼう☆

みんなで一緒に子育てを楽しみましょう。

開始時刻10 : 30～
4月22日（金）2・３歳児集まれ！！
5月  6日（金） 0歳児集まれ！！
5月13日（金） 1歳児集まれ！！

※事前の申し込みが必要です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
問い合わせ：子育て支援課  ☎ 0287-92-1115

母子保健係からのお知らせ
子育て支援課
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☆身長・体重測定計があります☆

4月18日（月）～4月22日（金）まで

日 月 火 水 木 金 土
午前 4月18日 19日 20日 21日 22日 23日
午後
24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日

5月1日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

8日 ９日 10日 11日 12日 13日 14日

15日 16日 17日 18日 19日 20日 21日

きらきらベビークラス
日時 : 4月19日（火）
　　　10時〜11時30分
場所 : 健康管理センター
対象 : 0歳児とその保護者
内容 : ベビーマッサージ
講師 : 浅川　まり子助産師
持ち物 : バスタオル、オイル代100円

マタニティクラス
日時 : 5月6日（金）
　　　10時〜11時30分
場所 : 健康管理センター
対象 : 那珂川町在住の妊婦さん
内容 : マタニティヨガ
講師 : 小沢　有紀トレーナー
持ち物 : バスタオル、母子健康手帳

母子健康手帳交付カレンダー
　４月から、保健師と面談をした後、妊婦さんへ
母子健康手帳をお渡します。下記のカレンダーの
青色に染められた月日・時間に面談の予約をして
ください。
　詳しくは、母子保健係へお問い合わせください。
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臨時福祉給付金のお知らせ

　新年度がはじまりました、みなさまいかがお過ごしで
しょうか。４月は暑かったり寒かったり気温差が大きく、
新入学や転勤部署異動など生活環境も変化する時期です
ね。東洋医学的にみると、変化への戸惑いや新しい環境
で緊張が続くと「気滞」といって「気」の流れが滞りやすく
なります。我慢してしまうと肩こりや頭痛など様々な症
状へとつながってしまいます。
　そこで今月は「気血の巡りをよくして、デトックスを促
し「肝」をケアするリフレッシュ法をご紹介します。日々
のケアで新年度も爽やかにスタートしましょう。

【身体のリフレッシュ】

　セリ、クレソン、たけのこ、ふき、野
の び る

蒜、菜花、菊花、ニラ、
パセリ、セロリ、柑橘類
　香りがあって独特の風味の強い食材ばかりですが、こ
の香りと風味が体内の巡りをよくしてくれるそうです。
油は控えて、お浸しや温サラダがおすすめです。

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金引上げの恩
恵が及びにくい低所得者の高齢者を支援するため、低
所得の年金生活者向け臨時福祉給付金が給付されるこ
とになりました。

◎低所得の年金生活者向け臨時福祉給付金の支給要件

支給対象者　平成27年度分の臨時福祉給付金該当者
（平成27年度住民税が非課税の方等）で平成28年度中
に65歳以上になる方
支給額　一人につき30,000円
受付時期　5月19日（木）～8月22日（月）
※5月中旬頃に、該当となる方へ申請書を発送します。
受付場所　
5月19日～24日（馬頭地区）…健康管理センター
　 25日～27日（小川地区）…小川公民館
5月28日以降（馬頭・小川地区）…

健康福祉課・総合窓口課
問い合わせ　健康福祉課　☎0287-92-1119

【頭のリフレッシュ】

　たくさんのツボがある頭皮、やさしく指の腹で５分を
目安にマッサージしてみましょう。一日の緊張をゆった
りほぐしてリフレッシュすると、目の疲れや肩こり改善
にもつながります。翌朝のスッキリ度合いが違います。
ぜひお試しください。夜のリラックスタイム、入浴時の
マッサージがベストです。

【心のリフレッシュ】

　好きな香りのお茶をリラックスタイムに飲んでみま
しょう。おすすめは、香り高いジャスミン茶、アールグレ
イティーなど、特に柑橘系の香りは気の巡りをよくする
のでストレス解消によいそ
うです。夜眠る前に飲むとき
はノンカフェインのカモミー
ルティーやルイボスティー
がおすすめです。

Vo.5

食べる地域おこし

なかがわ薬膳日記
地域おこし協力隊　小鮒千文

日程表

馬頭地区（場所：健康管理センター）
日　時 午前8時30分〜12時 午後1時〜4時30分

5月19日 新町、室町、南町、片根 田町1〜4

5月20日 健武、矢又、和見、小口
北向田、久那瀬、松野、
富山

5月23日 盛泉、谷川、大内、大那地
大山田上郷、大山田下郷、
小砂

5月24日 馬頭地区全地域 馬頭地区全地域

小川地区（場所：小川公民館）
日　時 午前8時30分〜12時 午後1時〜4時30分

5月25日 1 区〜 3 区 4 区〜 7 区

5月26日 8 区〜 10 区 11 区〜 14 区

5月27日 小川地区全地域 小川地区全地域

※5月28日以降は、健康福祉課・総合窓口課で受け付けます。
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お知らせ

　町で生産・加工される商品及び販
売される商品（物に限る）について、
認定申請のあった商品等の中からお
客様の評判の高いものを那珂川町ブ
ランド認定品として認定します。
お客様の評価項目　購入意向・推奨
意向・独自性・愛着度
認定基準　認定申請された商品を購
入した100人のお客様に評価ハガキ
を配布し、お客様からの回答が30以
上あり、回答を点数化し、20点満点
中の平均点数が14点以上の商品
申請者の要件　町内に事業所を有す
る者で、認定商品（申請者2商品ま
で）の認定を受けようとする商品を、
直接消費者に販売する者
申請受付期間　　
11月30日まで
申し込み・問い合わせ
商工観光課　☎0287-92-1116

　中小企業等の商品開発力の向上と
デザインの作成、また宇都宮メディ
ア・アーツ専門学校の学生の実践的
な学習研究を行うため、新商品のデ
ザイン制作に取り組む「那珂川町産
学官連携新商品デザイン事業」を実
施します。
スケジュール　募集（4月25日まで）
→参加事業者決定（5月上旬）→現場
見学会・意見交換会（5月中旬～）→
デザイン発表会（12月中旬）→商品
化へ向けてのマッチング
募集対象者　町内の中小企業者、産
地組合等
募集数　1事業者
応募期間　
4月11日（月）～4月25日（月）
※応募方法など詳細は下記へお問い
合わせください。
申し込み・問い合わせ
商工観光課　☎0287-92-1116

　県では、県民の皆さんの意識や
ニーズを把握し、県政に反映させる
ため、インターネットを利用した県
政に関するアンケートにご協力いた
だける方を募集しています。
　県内在住の満16歳以上の方で、
月1回程度のアンケートにご協力い
ただける方は、県ホームページ「と
ちぎネットアンケート協力者募集」

（http://www.pref.tochigi.lg.jp/c05/
pref/kouhou/iken/anke.html）の 応
募フォームからお申し込みください。
問い合わせ　
県広報課　☎028-623-2158

日時　5月12日（木） 
午後1時30分～4時30分
会場　トコトコ大田原3階 
市民交流センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（2名）が相談に応じます。
※相談時間は、1人20分
申し込み　5月2日（木）から5月11
日（水）までに、下記まで電話にてご
予約ください。定員になり次第、受
付は終了します。
問い合わせ　大田原市総合政策部
総務課総務法規係　☎0287-23-1111

期日　平成28年4月～平成29年3月
の毎月第3水曜日　午後1時30分～
場所　馬頭郷土資料館会議室
講師　深澤　福二先生
受講料　無料
定員　20名（先着順）
申し込み・問い合わせ
馬頭郷土資料館　☎0287-92-1103

　県立美術館、県立博物館を含む
14施設で共通割引制度のミュージ
アム割引（愛称：M割）が実施されま
す。6か月以内のＭ割参加館入館券

（Ｍ割印入）を持参すると、Ｍ割参加
館で料金の割引が受けられます。
平成28年度Ｍ割参加館
　那須歴史探訪館・大田原市那須与
一伝承館・大田原市黒羽芭蕉の館・
大田原市なす風土記の丘湯津上資料
館・那珂川町馬頭広重美術館・宇都
宮美術館・県立美術館・県立博物
館・上野記念館・鹿沼市立川上澄生
美術館・益子陶芸美術館・とちぎ山
車会館・佐野市立吉澤記念美術館・
足利市立美術館
※�Ｍ割参加館は、年度ごとに変更す

ることがあります。
※�Ｍ割を受けられるのは、Ｍ割参加

館の有料入館券を購入した方とな
ります。

※�他の割引券との併用割引はありま
せん。
問い合わせ　
県博物館協会事務局（県立博物館総
務課）☎028-634-1311

※�町営住宅の家賃は所得に応じて、
決定します。
募集期間　4月22日（金）まで
その他　申し込み方法、入居資格等
の詳細はお問い合わせください。
問い合わせ
建設課　☎0287-92-1118

平成28年度那珂川町ブランド
認定申請を受付けます

「とちぎネットアンケート」
協力者募集のお知らせ

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

平成28年度古文書講座
受講生募集のお知らせ

町営・町有住宅
入居者募集のお知らせ

栃木県博物館協会の
共通割引制度（M割）

のお知らせ

那珂川町産学官連携
新商品デザイン事業

参加事業者募集のお知らせ

区
分 住宅名 戸数 間取り 入居時 

家賃（円）

町
営大宝地住宅 3戸 3DK

22,600
～
33,600

町
有
サン・コー
ポラス馬頭 3戸 3DK

30,000
～
34,000
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お知らせ

　県北産業技術専門校では、施設内
訓練生（7月コース）を下記のとおり
募集します。
訓練科　機械加工科　　定員　5名
訓練期間　
7月1日（金）〜12月21日（水）
訓練場所　県北産業技術専門校
授業料　
無料（教材等購入費は自己負担）
募集期間　
5月2日（月）〜5月19日（木）
試験日　5月27日（金）
適性試験、面接試験、志願理由書
訓練対象者　新たな職業に就こうと
している方や職業を転換しようとし
ている方
応募手続き　住所地を管轄する公共
職業安定所（ハローワーク）にお申し
込みください。
問い合わせ　県北産業技術専門校
☎0287-64-4000

　ケーブルテレビでは、自然、人な
どを対象とした写真を募集します。
風景、お花、イベントの思い出、ご
家族やお友達との楽しい1枚をお寄
せください。ペットの写真も募集し
ています。お寄せいただいた写真は、

「なかテレビ」で紹介します。
放送方法　文字放送内写真コーナー

（午後12時・2時30分・4時30分）毎
日放送中です。
申し込み　写真の説明とお名前、
ペットの場合はプロフィールを添え
て下記へお持ちください。メールで
も受け付けています。
※写真は使用後に返却します。
問い合わせ 
ケーブルテレビ放送センター
☎0287-92-1121
E-mai l : tv-kanri@town.tochig i -
nakagawa.lg.jp

　平成28年4月から単価が変わりま
す。
・除草……………… 1時間　� 858円
・機械草刈り……… 1時間　�1,375円
・植木剪定………… 1時間　1,320円 

（事務費込み）
　ご利用の皆様には大変ご迷惑をお
かけいたします。詳しくは、下記へ
お問い合わせください。
問い合わせ　
那珂川町シルバー人材センター
☎0287-92-5730

　国民生活基礎調査は、厚生労働省
が毎年実施している全国規模の調査
で、保健、医療、福祉、年金、所得
等の国民生活の基礎的事項を調査し
ます。本年は、県内100地区を対象
として6月と7月の2回に渡り実施さ
れます。
　調査は、知事の身分証を携帯した
調査員が対象地区のお宅に、直接、
調査のお願いに伺います。電話等で
調査内容をお聞きすることはありま
せん。なお、調査地区は小川地区の
一部になります。
　調査内容など詳細は、県ホーム
ページをご覧になるか、下記へお問
い合わせください。
問い合わせ　
県健康増進課　☎028-623-3094

シルバー人材センター
からのお知らせ

県北産業技術専門校
訓練生募集のお知らせ

あなたの“お気に入り”の写真
を募集します平成28年国民生活基礎調査

実施のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30

文字放送
17:00
17:30 歯医者さんへ行こう
18:00 ザ・メイキング
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 スカイガール２
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更

することがあります。
EPG での確認をお願いします。

日　付 番　組　名

4/11〜4/17 那珂川町リポート番組

4/18〜4/24 那珂川町青少年
健全育成町民大会

4/25〜5/1 みんなで子育て
わんぱく広場

5/2〜5/8 馬頭中学校入学式
5/9〜5/15 ハロー元気っ子
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有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

お店にフリースポット
公衆無線 LAN を設置する
店舗オーナー様を募集しています。
■フリースポット公衆無線LANは、お店のアピールになり
　店舗の情報発信、集客効果や客層拡大が期待できます。
■運用開始まで、なかTV指定管理者FNETSが完全サポート
　開設費用
FREESPOTパック ￥59,400～/パック（税抜き価格￥55,000～）
☆詳しいお問い合わせはケーブルテレビ放送センターまで

　　0120-227-445

4月から那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」の時刻が変わりました

　4 月から朝、夕の通学時間帯に限り、馬頭高校前まで運行することになりました。
　これに伴い、運行時刻が変更となっています。出発時刻が変更となる便は以下のとおりです。なお、
全便で数分程度の時刻見直しを行っています。
　詳細は、町 HP、バス停留所又はお電話にてお問い合わせください。
　また、東野交通の路線バスも馬頭高校経由での運行となりますので、詳細はバス停留所又はお電話
にてお問い合わせください。

【山村開発センター発　→　JR烏山駅行】
土・日・祝日運行 ○ ○ ○
馬頭高校経由 △ △
山村開発センター発 6:40 7:15 9:25 11:30 13:00 15:30 17:25 18:20
JR烏山駅着 7:19 7:57 10:05 12:10 13:39 16:09 18:09 19:04
【JR烏山駅発　→　山村開発センター行】
土・日・祝日運行 ○ ○ ○ ○
馬頭高校経由 △
JR烏山駅発 7:30 8:07 11:10 13:20 15:10 17:20 18:20 19:15
山村開発センター着 8:08 8:46 11:49 13:59 15:49 18:02 18:59 19:54

■←出発時刻が変更となる便

年末年始（12 月 30 日から 1 月 3 日）を除く毎日運行
土・日・祝日は○印便のみ運行
馬頭高校経由は△便のみ運行（学校休業日を除く）
問い合わせ　馬頭烏山線　　那珂川町総務課� ☎ 0287-92-1111
	 　　　　　　やしお観光バス（株）� ☎ 0287-37-3335
　　　　　　東野交通バス　東野交通バス（株）� ☎ 028-662-1080

自衛隊幹部候補生採用試験のご案内
種　目 受付期間 試験日 試験場所 応　募　資　格

幹
部
候
補
生

一般
（大卒程度）

5月6日（金）
まで

5月14日（土）・
	 15日（日）

（15日は飛行
    要員のみ）

宇都宮市内

22歳以上26歳未満の者（20歳以上22歳
未満の者は大卒（見込含）、修士課程修
了者等（見込含）28歳未満）

一般
（院卒者）

修士課程修了者等（見込含） （20歳以上
28歳未満の者）

歯科・
薬剤科 5月14日（土） 専門の大卒（見込含）で20歳以上28歳未

満の者
問い合わせ　自衛隊栃木地方協力本部大田原地域事務所　☎ 0287-22-2940

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

すこやかヨガサークル
那珂川町那珂川町

新しいヨガサークルが始まります。
中高年向きの内容で無理せずゆったりと体を動かします。

活動日　毎週金曜日10：30~11：45
場　所　すこやか共生館　多機能部屋
費　用　¥500／1回　
問合せ　080-1292-2946 飯塚

5月13日
   より

参加者募集
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0287-96-4550
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ホームステイウィークエンド in 那珂川
2016春（田植え）

〜外国人ゲストを泊めてくれるご家庭〜
ホストファミリーを募集します

　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指
導者等）の方々と 1 泊 2 日、一緒に過ごしてみませ
んか ? 国際交流を楽しみたい方、外国語が得意な方、
上手になりたい方など、どなたでも奮ってご応募く
ださい !

ホームステイ期間
日時：5 月 14 日（土）午後
　　　〜 15 日（日）の昼頃
田植え体験
日時：5 月 14 日（土）
　　　午前 10 時〜午後 1 時 30 分頃　
場所：下芳井公民館近く圃場
※日程については変更になる場合があります
申し込み締め切り　4 月 22 日（金）
申し込み・問い合わせ　
生涯学習課 ☎ 0287-96-2116
E-mail sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

不法投棄現場周辺にかかる
水質分析結果について

（平成27年度年間変動調査分（ダイオキシン類））

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結
果をお知らせします。
調査項目　ダイオキシン類
採水日　平成 27 年 11 月 10 日
採水場所　
1 . 周辺環境水
　（1）投棄地直下河川　（2）小口川上流
2 .投棄現場浸出水
　（3）投棄地下流側観測井
調査結果
　（1）及び（2）は環境基準以下であった。（3）にお
いては環境基準を超えて観測されたが、これまで
の調査結果の範囲内であった。
→周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ
馬頭処分場整備室那珂川分室
☎ 0287-92-1411
環境総合推進室　☎ 0287-92-1110

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 
☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

平成28・29年度の後期高齢者医療保険料の保険料率は次のとおりです
　後期高齢者医療制度の保険料率は、高齢化や
医療技術の高度化等の影響による１人当たり
の医療費の増加等に対応するため、２年に一度
見直しされることになっていますが、今回は改
正がありませんでした。
平成28・29年度

均等割額 所得割率
43,200 円（変更なし） 8.54%（変更なし）

●�平成 27年度に行われた保険料の軽減措置
が継続されますが、５割・２割軽減措置につ
いては、軽減の対象となる所得の基準が拡充
されます。

　
問い合わせ　
　県後期高齢者医療広域連合　☎ 028-627-6805
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個人番号カード　臨時窓口開設のお知らせ

　仕事等の都合で役場の開庁時間内（平日）にお越しいただ
けない方のために、臨時窓口を開設いたします。
開設日　　 6 月までの第 4 日曜日
開設時間　午前 9 時〜午後 4 時 30 分
開設場所　住民生活課・総合窓口課
※�手続に時間がかかる場合がありますので、
　時間に余裕をもってお越しください。

個人番号カードを受け取っていない方へ

　「個人番号カード交付・電子証明書発行通知書兼照会書」
（はがき）がお手元に届いている方で、記載されている受け
取り期限が過ぎてしまっていても、当面の間、役場にて保
管しておりますので、早めに、お手続きをお願いいたします。
問い合わせ　
住民生活課戸籍住民係　☎ 0287-92-1112

平成27年度
那珂川町地域おこし協力隊活動報告会開催

　3 月 24 日小川総合福祉センターすこやか共生館におい
て、地域おこし協力隊 4 名の活動報告会が行われました。
　稲垣侑子隊員は、小砂地区の PR を中心とした活動で、
小砂環境芸術祭やカフェオレボールを通しての小砂焼の
PR など、2 年間の活動を報告しました。
　小島徳明隊員は、まずは町を知ることから始め、SNS
を利用した町の情報発信や空き店舗を活用したコミュニ
ティスペースの場の提供を行っていることなど、１年６ヶ
月の活動を報告しました。
　小鮒千文隊員は、持続可能な農村暮らしを活動のテーマ
とし行った、地域資源を生かした地域の活性化や地域おこ
し、食を通した元気応援など、１年間の活動を報告しました。
　佐藤悠矢隊員は、町を知ることから始めた活動だったが、
地域おこし協力隊のロゴマークやブランド冊子の制作にか
かわり、自然の風景など町の良さを発見したことなど、１
年間の活動報告をしました。
　参加した方との意見交換では、特産品のブランド化に参
加してほしいなど、意見がありました。

宇都宮メディア・アーツ専門学校
４コマ漫画

KEAT小砂環境芸術祭

まんがアート科１年　金澤　愛莉さん
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4月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男	 	 8,838人 �（  －27）
 　女	 	 8,632人� （  －55）
 　計	 17,470人�（  －82）
 世帯数	 6,123� （    8）
（　）内は前月との比較
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近
年
ま
で
の
小
砂
の
取
り

組
み
や
、
ゲ
ス
ト
を
招
き『
地
域

を
耕
す
○
○
』
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
て
頂
き
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
締
め
く
く
り
は
、
小
砂
の
お
母

ち
ゃ
ん
達
に
よ
る『
お

母
ち
ゃ
んCafé

』に
お

手
伝
い
し
て
頂
き
地
元

の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
軽
食
を
用
意
し

て
の
懇
親
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
那

珂
川
町
の
皆
様
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　

ま
た
、K

EA
T
2016

小
砂
環
境
芸
術
祭
開

催
中
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
に
は
、
今
年
も

旧
馬
頭
北
保
育
所
に

『
お
母
ち
ゃ
んCafé

』

を
出
店
し
ま
す
。
春
の
小
砂
地
区

で
景
色
と
ア
ー
ト
作
品
を
堪
能

し
、『
お
母
ち
ゃ
んCafé

』
で
一

息
い
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

K
E
A
T

小
砂
環
境
芸
術
祭

会
場
：
小
砂
地
区

会
期
：
４
月
30
日
～
５
月
７
日

開
場
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
の
み
午
後
２
時
ま
で
）

お
母
ち
ゃ
んC
afé

場
所
：
旧
馬
頭
北
保
育
所

日
時
：
５
月
１
日
～
５
月
５
日

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

K
E
A
T

小
砂
環
境
芸
術
祭

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://koisago-art.net/

　

２
月
21
日
〜
３
月
20
日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

お
く
や
み

  

（
氏　

名
）   

（
年
齢
）     

（
住
所
）

栗
田　

正
夫　
（
85
）�

馬　

頭

荒
井　

欣
三　
（
91
）�

馬　

頭

大
金　

サ
ト　
（
77
）�

馬　

頭

上
野
健
次
郎　
（
82
）�

馬　

頭

和
地
ナ
ツ
子　
（
72
）�

健　

武

阿
久
津
ミ
ツ　
（
95
）�

矢　

又

森
嶋
ヨ
シ
イ　
（
82
）�

和　

見

菊
地
キ
ミ
子　
（
84
）�

大　

内

小
森　

チ
ヨ　
（
91
）�

松　

野

小
口　

博
己　
（
85
）�

松　

野

齊
藤　

タ
ミ　
（
92
）�

大
那
地

笠
井　

フ
サ　
（
84
）�

大
那
地

池　
　

登　
（
76
）
大
山
田
上
郷

佐
藤　

時
男　
（
82
）
大
山
田
上
郷

小
泉　

重
信　
（
89
）�

小　

川

酒
主
ツ
ギ
子　
（
87
）�

小　

川

塚
原　
　

忠　
（
73
）�

小　

川

塚
原　

一
雄　
（
88
）�

吉　

田

菊
地　

正
行　
（
74
）�

吉　

田

鈴
木　

興
司　
（
75
）�

白　

久

本
棒　

隆
雄　
（
75
）�

恩　

田

　

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。
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第 回127

平成27年度　
那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

入選「森の妖精」
撮 影 者 ： 平 山  靖 夫さん（那須塩原市）
撮 影 地 ： 富 山

　杉林に陽が差し込み、色合いの良い花に陽が当たっ

ていたので、花に合わせスポット測定で廻りを暗く、

花がひき立つ様に撮影しました。（平山さん）

していましたが、昼間は一般の庶民に開放し見物料を取り内

部を案内し最後にお茶菓子とお茶を出したといいます。しか

し、慶応2年（1866）11月遊廓近くの豚
ぶた や

屋火
か じ

事の火の粉が飛

び火し遊廓全体が焼失しました。

馬頭広重美術館　館長　市川　信也

【会　　期】　4月22日(金)〜5月22日（日）
【開館時間】　午前9時30分より午後5時まで
　　　　　　（但し入館は午後4時30分まで）
【ミュージアムトーク】　
4月23日（火）　午後1時30分〜
【休館日】　月曜日、祝日の翌日
【入館料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　高・大学生　300円（270円）
※（ ）は20名以上の団体料金。
※中学生以下は無料。
※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　二代歌川広重（1826〜

69）は、初代広重と同じ定

火消同心の家に生まれまし

た。本姓は鈴木氏、のち森

田氏、名を鎮
ちん

平
ぺい

といいました。10代で初代広重に入門、画

号は重
しげのぶ

宣と名乗っていました。20歳で初作を制作したと推

測され、晩年の広重に良く遣え、初代広重の作品の多くに

二代広重の痕跡を残しています。特に初代広重の代表作肉

筆画「天童広重」の一群や錦絵「名所江戸百景」については二

代広重に負うところが大きいです。しかしこの作品の制作

途中に初代広重が安政5年9月6日に亡くなります。翌年に

重宣が安藤家に婿養子に入り2代広重を継ぎ、1図描きまし

た。

　図のシリーズ「諸国名所百景」は100図完結しませんでし

たが、この作品は二代広重の代表作と言われています。

　図は大門や仲ノ町の桜樹と岩亀楼が描かれていいます。岩

亀楼の入口には提灯がひとつ掲げられ「岩亀楼」と書かれ、三

階は黒壁で塗られています。岩亀楼は横浜開港と同時に造ら

れた遊廓で、場所はいまの神奈川県横浜市中区横浜公園（横

浜スタジアム）辺り。安政6年3月から太田屋新田15000坪

を突貫工事で埋め立てを3ヶ月で完了させました。遊廓内は

遊女屋15軒、遊女300人、茶屋27軒で構成され、経営は

江戸の吉原を、外国人の接待は長崎丸山の遊廓を手本とし

ました。この岩亀楼の豪華さは際立ち、蜃気楼か竜宮城の

様な内装だったといいます。岩亀楼をつくったのは品川で

遊廓を経営していた岩
いわつきや

槻屋佐
さ

吉
きち

。建物の面積は約2660㎡、

庭約670㎡、建物の内部は3階建て中庭が吹き抜けの構造

になっていました。さらに異人館と倭人館に分かれ、行き

来が出来ないようになっていました。夜は遊廓として経営

諸国名所百景　武州　横浜　岩亀楼

企画展

「二代広重の諸国名所絵展」


